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「「「「胎内市胎内市胎内市胎内市
たいないし

」」」」のののの合併経過合併経過合併経過合併経過 

 

胎内市胎内市胎内市胎内市のののの概要概要概要概要    
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合 併 期 日 平成17年９月１日 

合 併 方 式 新設合併 

合併関係市町村 中条町、黒川村 

初 代 市 長 吉田 和夫 

人     口 34,278人（平成12年国勢調査人口） 

主な合併協定事項 

○ 新市の事務所位置：中条町役場とし、黒川村役場は支所とする。 

○ 議会の議員特例：旧合併特例法第７条第１項第１号に基づく在任特例を適

用し、合併日から平成19年４月30日まで在任する。 

○ 農業委員会の委員の特例：新市に一つの農業委員会を設置し、選挙委員は

旧合併特例法第８条第１項に基づき平成18年３月31日まで在任する。 

○ 地域審議会：平成27年３月31日まで合併前の黒川村の区域に地域審議会を

置く。 
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人口 面積 職員数 議員定数

（人） （K㎡） （人） （人） 歳出
財政力
指　 数

経常収
支比率

第１次 第２次 第３次

27,528 84.58 264 22 9,160,584 0.551 91.5 11.0% 41.1% 47.8%

6,750 180.60 163 16 4,853,295 0.280 99.3 8.7% 45.8% 45.1%黒川村

※ 人口・面積・産業比率：平成12年国勢調査数値、職員数：平成17年４月１日現在、議員定数：平成16
年12月31日現在

市町村
名

中条町

H16普通会計決算（千円） 産業比率

 

合併合併合併合併にににに至至至至るるるる経過経過経過経過    

 

１１１１    合併合併合併合併のののの背景背景背景背景    

 

平成10年３月   新発田地域広域事務組合に「広域行政体制整備検討委員会」を設置 

平成11年度    新発田地域広域市町村圏（新発田市、中条町、紫雲寺町、豊浦町、

聖籠町、加治川村、黒川村）で「広域行政体制整備方向」を検討 

【新発田広域圏の広域行政体制整備方向】 

・当面、広域行政機構としての広域事務組合の拡充強化を推進する。 

・なお、今後、県が策定する「市町村合併促進要綱」が示されてか

ら、これまでの取り組みの上に立って、広域行政体制整備の具体

的な方向性を探究する。 

平成13年２月13日 県は､｢新潟県市町村合併促進要綱（以下「要綱」という｡) 」の中で、

新発田市、豊浦町、聖籠町、加治川村、紫雲寺町、中条町、黒川村

の１市６町村を「都市高度拡大型」の合併パターンとして提示 

４月17日 県は、新発田広域圏７市町村長に対して要綱の説明会を開催 

４月25日 新発田、岩船広域圏域14市町村を対象に「地域別知事・市町村長会

議」を開催 

県知事と市町村長が合併問題について意見交換を行う。 

          ５月31日 県は、新発田広域圏７市町村議会議員に対して要綱説明会を開催 

          ７月７日 新発田地域広域事務組合に「新発田広域圏市町村合併研究会」を設

置 

７市町村長は、要綱に対応した市町村合併の研究・検討を開始 

11月９日 新発田広域圏７市町村長の第３回合併研究会が開催されたが、７市

町村という枠組みに拘束されず、各市町村がそれぞれの実情にあわ

せて合併に取り組むことが重要であるとの認識で一致したとこと

から、研究会を終結することとなった。  

平成14年１月28日  中条町、紫雲寺町、加治川村は「合併問題懇談会」を発足 

10月18日 新発田市、中条町、紫雲寺町、加治川村は、任意協議会設立に向け

た市町村長による研究会を開催 

「合併の方式｣｢合併の期日」など合併に関する基本的な事項について

協議した。  
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10月28日 中条町議会は、市町村合併調査特別委員会で「まちづくりに関し、

対等な協議ができない」として任意協議会への不参加を決議 

10月30日 中条町長は、町議会の決定を受け新発田市長を訪問し、任意合併協

議会に参加しないことを申し入れ 

平成15年11月５日 中条町・黒川村両町村の行政と議会の代表による懇談会を開催 

研究会を設立し、合併に向けた調整・研究を行うこととした。 

11月13日 町村長、正副議長等から構成する「中条町・黒川村町村合併研究会」

を設置 

研究会では、合併の方式は新設対等、事務所の位置は現中条役場、

新市の名称は公募、合併の時期は平成17年秋ごろを予定、財産及び

債務の取扱いは新市に引き継ぐものとすることで合意 

12月   中条町は、74会場で、黒川村は29会場で、それぞれ合併に関する住

民懇談会や集落説明会を開催 

 

    

２２２２    任意合併協議会任意合併協議会任意合併協議会任意合併協議会のののの発足発足発足発足とととと合併合併合併合併ビジョンのビジョンのビジョンのビジョンの策定策定策定策定    

 

平成15年12月25日 「中条町・黒川村任意合併協議会（以下「任意協議会」という｡)」

を設置し、第１回任意協議会を開催 

【任意合併協議会の概要】 

� 構成団体：中条町、黒川村 

� 委員構成：町村長、議会代表、住民代表、学識を有する者 

� 協議回数：９回 

平成16年１月28日 第２回任意協議会を開催し、以下を確認 

・ 合併の方式は、新設合併とする。 

・ 合併期日は、現時点では平成17年秋を目途とし、具体的な期日

については、旧合併特例法の改正動向を踏まえて後日決定する。 

・ 新市の名称は、公募とする。 

・ 新市役所の位置は、中条町役場とし、黒川村役場は支所とする。 

１月   任意協議会は、合併後の基本的なまちづくり構想を策定するため、

両町村の16歳以上の住民から無作為抽出した３千人を対象に、新市

建設計画策定にかかる基礎調査（まちづくりに関する住民アンケー

ト）を実施 

３月４日 県は、任意協議会構成町村を合併重点支援地域に指定 

４月28日 第５回任意協議会で以下を確認 

・  合併期日は、平成17年９月１日とする。 

・  合併後の議会議員の取扱いについては、在任特例を適用し、平

成19年４月30日まで在任する。 

（※ 合併後の胎内市議会での議論を経て、平成18年８月31日に自
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主解散することになった｡）          

４月～５月 任意協議会は、新市の名称を公募 

６月30日 第７回任意協議会で新市名称の候補として公募で上位５位となった

「胎内｣｢中条｣｢櫛形
くしがた

｣｢たいない｣｢鳥坂
とっさか

」を発表。このうち「胎内」が

応募数トップとなる。 

７月   中条町及び黒川村は、それぞれ合併に関する住民懇談会を開催 

８月25日 第９回任意協議会で任意協議会としての調整を終了 

新市の名称については法定合併協議会での決定に持ち越された。 

 

 

３３３３    法定合併協議会法定合併協議会法定合併協議会法定合併協議会のののの発足発足発足発足からからからから合併合併合併合併のののの実現実現実現実現へへへへ    

 

平成16年９月17日 法定合併協議会「中条町・黒川村合併協議会（以下「法定協議会」

という｡)」を設置 

【法定合併協議会の概要】 

� 構成団体：中条町、黒川村 

� 委員構成：町村長、議会議長、住民代表、学識を有する者 

� 活動内容：合併に関する協議、新市建設計画の作成等 

� 下部機関：幹事会、専門部会、分科会 

� 協議回数：10回 

10月13日 第１回法定協議会を開催し、①新市名称の公募で「胎内市」が応募

数１位であったこと ②母なる川である「胎内」が新市のシンボル

として選定基準を満たすことから新市名称として「胎内市」が提案

され、反対意見はなく内定された。 

11月10日 「中条町と黒川村の合併を考える会」は、協議会長あてに新市名称

について中条市とする要請書と3,100人余りの署名を提出した。 

11月12日 第２回法定協議会で新市名に内定していた「胎内市」を正式に決定 

平成17年１月12日 黒川村長は、中条町長に対して合併については白紙にして欲しい旨

申し入れ、協議会は中断した。 

２月３日 第４回法定協議会を再開 

黒川村長は､｢このたびの協議会の中断は、両町村民が改めて合併を

考え、真に地域の将来と向き合った時間帯ではなかっただろうか｣

｢中条町町民の熱意を受けまして、協議会が再開できましたことに感

謝申し上げる」と述べた。 

２月15日 第５回法定協議会で新市建設計画を承認し、全ての調整項目に係る

調整を終了  

◆ 新市建設計画の概要 

【基本方針】 

水と緑の自然共生型のまちづくり 
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【将 来 像】 

自然が活きる、人が輝く、交流のまち 

    ～自然共生型アメニティー都市を目指して～ 

【計画期間】 

平成 17 年度～27 年度（11 年間） 

【主要事業】 

○ 県事業 

・県道荒井浜黒川線整備事業 

・県道樽ケ橋長政線整備事業 など 

○ 市事業 

・柴橋・本条地区統合小学校事業 

・黒川地区総合体育館整備事業 

・農産物加工施設整備事業 など 

２月   住民説明会を開催 

３月１日 中条町産業文化会館で合併協定調印式を挙行 

３月８日 各町村議会で廃置分合議案を可決し、３月15日に知事へ合併申請書

を提出 

７月15日 県議会は廃置分合議案を可決 

７月21日 廃置分合に係る知事決定の上、総務大臣へ届出 

８月16日 廃置分合に係る総務大臣告示（平成17年総務省告示第90号） 

８月31日 法定協議会を廃止 

９月１日 合併施行 

10月２日 市長選が行われ、吉田和夫氏が当選し、初代胎内市長となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


